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１．基本方針 

  海洋科学技術センター（以後「センター」という）は、海洋の総合的試験研究 

 の一環として、深海域における地球科学的諸現象（テクトニクス、地震活動、地 

 殻変動、生態系変動、物質循環）の総合的解明・予測及び技術開発を目指した調 

 査研究（深海調査研究）を以下の方針で推進する。 

 

１）センターは、上記深海調査研究を目的として深海調査研究中期計画（平成 12 

   年 7 月制定）に基づき、潜水調査船「しんかい６５００」、無人探査機「かい 

   こう」装備のサイドスキャンソーナーとサブボトムプロファイラー（＊注）、支援 

   母船「なつしま」に搭載する無人探査機「ハイパ ードルフィン」または深海調査 

   曳航システム 4000m 級「ディープ・トウ」、深海調査研究船「かいれい」並びに 

  「シングルチャンネルサイスミックプロファイラー」（以後、潜水調査船等とい 

   う。）を運用する。 

    
 *注：無人探査機「かいこう」は、本年 5月 29 日の潜航中、ビークルが行方不 

    明になった。そこで、平成 16 年度は「かいこう」装備のサイドスキャン 

    ソーナーとサブボトムプロファイラーのみを公募対象とする。 
   
 2）潜水調査船等のシステム運用・船舶運航に当たっては、安全を最優先とする。 

 

 3）深海調査研究を効果的に推進するために、研究課題及び乗船研究者を公募する。 

 

 4）緊急事態や政策的重要課題に対応するため、センター理事会が必要と判断した事 

  項については、優先的にこれを実施することとする。 

 

 

                    



２．深海調査研究推進の体制 

・科学領域の拡大に伴う社会の要請に幅広く応え得る、公正かつ公明な深海調査 

 研究推進体制を構築することが必要である。 

・潜水調査船・無人探査機・深海調査研究船等多様化したシステムを、有機的か 

 つ安全で効率的に運用するための調査研究計画策定体制が必要である。 

・21 世紀の新たな深海調査研究環境に応え得る調査研究推進体制とする。 

 

３．研究課題の公募 

 1）研究課題 

   ① 深海調査研究中期計画に基づいて、研究課題を公募する。 

  ② 研究課題は、一つの科学目標を達成するための研究プロジェクトとして、企画 

    する総合的・複合的研究課題及び個別研究課題とする。 

 

 2）公募における情報（公募に際しては、以下の条件を明記する。） 

① 調査研究において利用可能な潜水調査船等の内容 

② 調査航海等における制約条件（関連する法令・センターの安全規則等） 

③ 研究課題審査の手順と申請者への対応の公開 

④ 公募研究課題の審査とランク付け基準及び採択基準の公開 

⑤ 首席研究員／次席研究員の役割り 

⑥ 受理後から調査航海終了までの業務手順 

 

3）公募研究課題の扱い 

 全ての研究課題は採択まで非公開とし、採択後初めて公開される。 

  （委員会委員の氏名は公開を前提とする。） 

 

4）公募研究課題の審査及び採択 

   深海調査研究計画委員会において審査基準に従って公募研究課題の科学的優 

   先順位の決定を行い、実施計画調整部会において研究課題の科学的優先順位 

   に基づき採択し、運航計画案を策定する。 

 

5）総合的・複合的研究の継続 

 総合的・複合的研究は、海洋科学技術センターの潜水調査船等の運航計画に 

 基づき、調査研究を優先的に継続することができる。ただし、毎年深海調査 

 研究計画委員会の実績評価を受ける事を必要とする。 

 

6）研究計画及び研究成果の評価体制 

 深海調査研究計画委員会において、研究計画の評価及び実施後の成果の評価 

 を一元的に行う。 

                    



４．深海調査研究各委員会の主な機能 

1) 深海調査研究推進委員会 

 センター理事会及び深海調査研究計画委員会に対し、深海調査研究の総合的  

 見地からの助言・勧告を行う。 

 

2) 深海調査研究計画委員会 

① 深海調査研究中期計画の策定 

② 深海調査研究中期計画に基づき公募された研究課題の科学的優先順位の決定  

  （原則として、研究課題の科学的評価は当委員会で行うが、特に必要と認め 

   たものについては外部の評価を求める。） 

③ 技術開発に係る研究課題の審査  

④ 研究航海の実施結果に対する評価 

⑤ 調査研究の継続の可否の判定等 

⑥ 首席／次席研究員の指名 

 

3) 実施計画調整部会 

 研究課題の科学的優先順位に基づき、安全性、技術的、運航上の問題等を勘 

    案した運航計画の策定を行う。 

 

５．深海調査研究計画推進組織図 
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６．深海調査研究中期計画の策定体制 

   海洋科学技術センターの深海調査研究の基本となる中期計画は、有識者によっ 
 て構成された「深海調査研究計画委員会」において策定される。また「深海調査 

 研究推進委員会」は、深海調査研究の総合的見地から必要に応じてセンター理事  

  会及び「深海調査研究計画委員会」に助言・勧告を行う。 

   「深海調査研究計画委員会」は検討にあたり、「総合科学技術会議」、「海洋開発 

  分科会」等の答申を反映させるとともに、センターが開催するシンポジウムやワ 

  ークショップを通じて、広く内外の科学的ニーズや動向を考慮することとする。 

７．深海調査研究推進委員会 

   潜水調査船・無人探査機等の運航及びこれによる深海の調査研究に関し、学識 

  経験のある者のうちから委員長以下 11名を理事長が任命する。また、委員長が必 
  要と認めた場合には、オブザーバーを参加させることができる。委員名はセンタ 
  ーweb.等を通して公表される。任期：2年（必要に応じ再任を認める） 

８．深海調査研究計画委員会 

1) 委員会の規模と構成 

 各専門分野（固体地球系・生態系・物質循環・長期観測・技術開発）を代表 

 する委員 11 名、それに委員長１名。委員長についは深海調査研究推進委員 

 会がこれを推薦し、理事長がこれを任命する。専門分野別委員の人選は委員 

 長がこれを指名し、理事長がこれを任命する。また、委員長が必要と認めた 

 場合にはオブザーバーを参加させることができる。委員名はセンターweb. 

 等を通して公表される。任期：３年（必要に応じ再任を認める） 

 

2) 委員会の役割 
・ 深海調査研究中期計画の策定 

深海調査研究中期計画は、センターの深海調査研究の基本となるものであ 

り、５年から１０年を見越した科学研究計画を定める。 

 

・ 研究課題の審査 

 ａ．総合的・複合的研究及び個別研究課題 

  科学計画の現実度、完成度、科学的な魅力などについて検討し、採択・ 

  不採択の判断を下す。また、採択されたものについては委員によって  

  優先順位を決める。必要に応じ適当な助言を与え、申請者へ差し返す 

  ことができる。 

 ｂ．技術開発に係る研究課題 

  その課題の科学的展望について審査する。 
  

 

                    



  ③ 研究航海の実施結果に対する報告・公表の確認 

    ・採択された研究課題を実施した乗船研究者は、航海終了後すみやかに研究 

航海の概要を計画委員会に報告し、「しんかいシンポジウム」での発表、 

「JAMSTEC 深海研究」への投稿などで研究成果を公開する。 

・計画委員会は、乗船研究者の当該報告・公表を確認する。 
 

  ④ 採択課題の通知 

・実施計画調整部会での運航計画策定後、採択課題には早めに申請者に採択 

 内示を出す。 

・不採択の場合には、その理由（コメント）を付記し申請者に通知する。 
 

⑤ 総合的・複合的研究及び個別研究航海の首席／次席研究員を指名する。 

９．実施計画調整部会 

1) 調整部会の規模と構成 

 本部会の部会長は深海調査研究推進委員会が推薦する。他の部員は部会長が 

 指名し、基本的には合計 8名で構成される。但し、深海調査研究計画委員 

 会委員の中 3名が兼任する。部会長及び部員は理事長が任命する。 

 部会長が必要と認めた場合には、オブザーバーを参加させることができる。 

 部員名はセンターweb.等を通して公表される。 

 任期：３年（必要に応じ再任を認める） 

 

2) 実施計画調整部会の役割 

 深海調査研究計画委員会の検討結果（研究課題審査、実績評価、中期計画等） 

 を受け、優先順位の上位のものから適宜、乗船研究者と調査研究の運航実施 

 時期等を当てはめ年次計画を策定する。 

 但し、運航実施上適正さを欠くと判断された研究課題については、再度これ 

 を深海調査研究計画委員会へ差し戻すことができる。 

 

3) 策定された運航計画について実施の可能性を下記項目について確認する。 

①  安全性 

②  時期的適応性（気象・海象・予算等） 

③  諸手続き等の確認（特に外国の EEZ 水域、領海内水域調査等） 

 

4) 計画実施の調整 

①  上記検討を通過した各総合的・複合的課題について、首席研究員に対して参   

  加研究者を含む調査研究実施計画（案）の提出を要求し、運航実施上の必要 

  に応じて調整を行う。 

②  実施計画（案）準備の進捗状況を確認して実行困難と判断されたものは、深 

  海調査研究計画委員会と協議の上、その採否を決定する。 

                    



 

5) 技術的問題及び調査機器に関する評価検討 

提案された研究課題についてその技術的妥当性を審査し、実現性の有無を判 
断する。研究課題にセンターの施設装備についての要望があった場合には、 
その妥当性と実現の可能性を検討し、必要に応じてセンター研究業務部へ勧 

告を行う。 

なお、本項目については、必要に応じてセンター内外の有識者の助言を得る 

ことができる。 

 

 

 

                    



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

深海調査研究の推進体制と業務

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織図

　　　　　　　　　　　　　　　承認・報告　　勧告・助言

　　　　　

　　　　　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　勧告　　助言　　　審査・ランク付け 　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指示・提案　　採否

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　募集　　応募

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　中期計画提出（5 ヶ年毎）　　　　　　　　　　　　　　　　　指示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審査・ランク付け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出　　　　　　　　　　　　　プロポーザル採否

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乗船

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　発表　　前年度以前の研究課題
　　　　　　

海洋科学技術センター

　　　理　事　会

　　深海調査研究

　　 推進委員会

　　深海調査研究

　　 計画委員会

 実施計画調整部会

 　計画委員会開催

（中期計画・公募方針）

 　 公募資料作成

　 　　公　募

 　  計画委員会開催

 （応募研究課題審査）

実施計画調整部会開催

（運航年次計画原案策定）

 　研究課題採否通知

　研究者への連絡調整

シンポジウム開催

　　計画委員会開催

　（研究成果の評価）

　深海調査研究

　中期計画策定

 深海調査研究

 運航年次計画

調査研究の実施

 レポート作成

　　研究業務部

　研究プロポーザル
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